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注1) アフリカ南部のカラハリ砂漠に住む採集狩猟民族であるサン人の俗称。

注3)

注 2)

ガストン ・ バシュラー ル(1884-1962)。フランスの科学哲学者。

アフリカ南部のカラハリ砂漠に住む採集狩猟民族であるサン人の俗称。

注 4) パラダイム。一般に，共同体の存立基盤となる合意やその時代に支配的な認識の枠組みのこと。

注5) エイモス ・ ラポポート(1929-)。建築家で，環境行動研究の創始者の一人。

を象徴的に組織することに意味をおいていた文化で！ま，テクネ ーの発達が不充分なせいもあって，むしろ物としての建造物は文化 

のなかでもっとも脆い部分だった。これも以前レヴィ＝ストロース注 9) を読んでいて気づいたことだが，かれがボロロの集落に着 

いてみると小屋の配置tは伝統的な配置にしたがっているのにかれが住むことになった小屋には，はやプラジ

ルの新しいテクネー が入りはじめていた，と記している。だが小屋のつくりはどうなってもいいわけで，重要なのは【 A 】

だった。日本の明治に ついても似たようなことがいえる。強く慣習化された構造（文化 ）以外は，新しく到来したテクネ ーの大

波にのみこまれてしまっ た。しかし，身体やその生活空間の仕立てと結びついたものは生きのこった。私が日本の住

宅のなかで床の意味の大きさを指摘す

るのは，建造物のなかでそこだけがテクネ ーやそれにもとづいた意匠できまるのでなく身体的慣習できまるものだからであり，そ

れ故に生きのこっているからである。

領域は，集団が自らの宇宙を構成する場である。それは自然的な地形と無関係ではないが，それ以上に身体，家，集落，宇宙を 

つらぬく認識を示すシステム（コスモロジー ）になるのである。インドネシアで唯一のヒンドゥの文化をもつバリ島の例でいかに 

領域が構成されているかを示しておこう。そこでは身体の三分法，頭ー胴ー脚があらゆる次元の秩序に一貫しているのである。

出典：多木浩二『生きられた家 経験と象徴』岩波現代文庫，20 01年（初出は1984年。ただし，出題の都合により原文の一部を
変更している。）

（著作権の関係で不掲載）
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問1 【 A 】に当てはまる最もふさわしい語句を答えよ。

問2 この文章から読み取れる「家の境界」の特徴をなるべく多く抽出し， それらを一連の文章として，400字以内に要約して述

べよ。

問 3 この文章に最もふさわしいタイトルを，「家の境界」という語句は使わずに，20字以内でつけよ。

問4 筆者の主張を踏まえた上で， 住宅は地域や社会と今後どのような関係を結ぶことが望ましいか， その理由も含めて，400字

以上600字以内で考えを述べよ。

注6) 木村徳国(1926-84)は京都府生まれの建築史家。 日本古代建築史・住宅史の研究者。

注7) 建築の正面立面。正面と同程度の装飾的重要性をもつ場合には側面や背面をも言う。

注 8) 一般のこと。 古代ギリシャでは人間の制作活動

の名によって統括された。

ギリシャ語。 芸術を含む技術 般に伴う知識や能力が尊重され， それら全一

の名によって統括された。体がテクネ ー

注9) ークロ ード・レヴィ＝ストロ (1908-2009)。 現代フランス人類学を代表する学者。ス
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□ 気候変動に関する政府間パネル (IPCC) の報告書をめぐる次の文章を読み， 以下の問 l から問 3 に答えよ。 (50 点）

（著作権の関係で不掲載）
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（著作権の関係で不掲載）
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limiting warming to around 2℃ still requires global greenhouse gas emissions to peak before 2025 at the latest, and be reduced 

by a quarter by 2030." 

Policy Base 

A great deal of importance is attached t�IPCC assessments because they provide governments with scientific information

that they can use to develop climate poli�ies. They also play a key role in international negotiations to tackle climate change. 

Among the sustainable and emissions-busting24> solutions that are available to governments, �e IPCC report emphasized that 

rethinking how cities and other urban areas function in future could help significantly in mitigating25> the worst effects of 

climate change. "These (reductions) can be achieved through lower energy consumption (such as by creating compact, 

walkable cities), electrification of transport in combination with low-emissi�n energy sources, and enhanced26> carbon uptake 

and storage using nature," the report suggested. "There are options for established, rapidly growing and new cities," it said. 

出典： UN news, 4 April.2022, United Nations (ただし，出題の都合上，原文の一部を変更している。）

注 1) reassess 再評価する，2) fossil 化石，3) substantially 実質的に， 4) unprecedented 前例のない， 5) heatwaves 熱波，

6) terrifying 恐ろしい， 7) extinction 絶滅， 8) exaggeration 誇張， 9) emission 排出，10) generate 発生させる，

11) op-ed article 論説，12)·emit ばらまく，13) perilously 危険なほどに，14) tipping points 転換点，

15) cascading 連鎖的，16) irreversible 不可逆的，17) claw back やっと取り戻す，18) halve 半減する，

19) ramp up 強化する，20) equitably 公平に，21) stimulate 刺激する，22) stabilize 安定させる，

23) carbon dioxide 二酸化炭素，24) emissions-busting 排出除去，25) mitigate 軽減する，26) enhance 高める

（著作権の関係で不掲載）



問 l 上記文章を 250 字以内（日本語）で要約せよ。

問2 以下の（ア）～（力）の記述のうち， 上記文章と合致する内容のみのものには「0」， 合致しない内容を含んでいるものに

は「 X 」を記せ。

（ア） IPCC の報告書によれば， 世界全体の平均気温の上昇を工業化以前よりも 1.5℃以下に抑制するには， ·2025 年までに二

酸化炭素の排出量を実質ゼロにする必要がある。

（イ） 2010 年以降再生可能エネルギーを利用するためのコストは大きく低下しているものの， 温室効果ガスの排出量は期

待されるほどには減っておらず， むしろ増加している。

（ウ） 温室効果ガスを高い水準で排出している国や企業は， 排出量削減に資するイノベ ー ションに取り組んでおり， このまま

いけば 2025 年までに排出量は減少に転じる。

（エ） IPCC の報告書は， 各国政府が直ちに自国のエネルギー政策を見直さなければ， 世界のあちこちで人間居住が困難にな

ることを示している。

（オ） 地球温暖化はすでに後戻りができない転換点を超えてしまったものの， その影響を少しでも軽減するため， 温室効果ガ

スの排出量をさらに削減する必要がある。

（力） IPCC の役割は， 各国政府に科学者らによる客観的な分析結果を示すことにあり， 気候変動をめぐる国際的な枠組みづ

くりとは結びついていない。

問3 文中の下線部®と関連して， 今後， 気候変動対策として， 都市部ではどのような取り組みが望まれるか。300字以内（日本

語）で具体的に論じょ。
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□ 住宅はその所有関係により持ち家と借家に大別される。図lは， 持ち家， 借家の戸数と持ち家住宅率の推移， 図2は， 持ち家，

借家の 1 住宅当たりの延べ面積の推移を示している。 これらをもとに以下の問1 , 問2に答えよ。 (25 点）

問1 持ち家数， 借家数の推移に着目して， 1973年から2018年までの持ち家住宅率の変動を200字以内で説明せよ。

問2 1973年から2018年までの持ち家数， 借家数の推移と， それぞれの 1住宅当たり延べ面積の推移から読み取れる日本の住宅

事情の課題を， この間の人口•世帯の動向や社会経済状況の変化を踏まえて， 300字以内で論じょ。
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図 1 持ち家数借家数及び持ち家住宅率注） の推移ー全国 (1973 年--- 2018 年）

注）持ち家住宅率：居住世帯のいる住宅総数（持ち家数と借家数の合計）に占める持ち家数の比率（％）

出典：「平成 30 年住宅・土地統計調査 住宅及び世帯に関する基本集計結果の概要」（総務省統計局）（ただし， 出題の都合上， 原

文の一部を変更している。）
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□ 釦は， 吉阪隆正が設計した「浦邸」の平面図である。 以下の問 l と問 2 に答えよ。 (25 点）

-

図 1 吉阪隆正「浦邸」 1955 年 平面図

注1) この住宅は鉄筋コンクリ ート造である。 注2) 図中の「UP」は階段の上り方向を示す。

出典：日本建築学会編『第 2 版 コンバクト建築設計資料集成〈住居〉j 丸善出版株式会社， 2006 年（ただし出題の都合上， 図面

の一部を変更している。）

（著作権の関係で不掲載）



問I 2階平面図から， この住宅の間取りの主な特徴を3つ抽出し， 各特徴とそれによって得られている効果を， 特徴ごとにそれ

ぞれ， 100 字以内で記述せよ。

問 2 地面との関係に着目して， この住宅の立体的な特徴を 100 字以内で記述せよ。
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